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 農地利用意向調査及び説明会

(大洲第一自治会館にて)

　令和２年８月「人・農地プラン」の実質
化に向けた意向調査及び説明会が行われま
した。地域の皆さんと現状を把握、情報を
共有し、農地利用の将来方針を定めていき、
農地の有効活用の推進と地域農業の担い手
の将来にわたる安定的な農業の継続を支援
していくことが目的です。

使える農地、使えるうちに、使える人へ！
　　～待ったなし！農地利用の最適化！！～



❷

第23期農業委員会委員就任のお知らせ第23期農業委員会委員就任のお知らせ
前期委員の任期満了に伴い令和2年７月20日、第23期農業委員会委員として新たに31名が就任しました。
任期は令和5年7月19日までの3年間です。

渡辺　元嗣
熊切　朝男
岡嵜　温二
川井　康司
前島　　豊
大石　覚郎

津島　保史
鈴木　岳幸
遠藤　全紀
竹下　満茂
藤田　宗市
海老名正和

中村　博美
堀井　久子
寺坂まさ子
西形　　彰
塚本　忠紹

瀧下貞一郎
片山　博雄
伊久美昌弘
大石　裕美
水野　清志
八木　淑行

梅原　勝彦
青島　　豊
大石　良彦
池谷　功三
村松　弘行
桒原　英治

大畑　富久
寺田伸一郎

　

第
23
期
藤
枝
市
農
業
委
員
会

会
長
に
な
り
ま
し
た
、
海
老
名

で
す
。
今
、
社
会
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

今
ま
で
に
な
い
大
変
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ

と
を
、
自
分
の
使
命
と
思
う
の

と
同
時
に
、
我
が
藤
枝
市
の
農

業
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
、

日
々
の
業
務
を
公
正
且
つ
適
正

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
改
選
の
年
で
あ
り
、

７
月
20
日
を
も
ち
ま
し
て
新
た

に
農
業
委
員
17
名
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
14
名
が
第
23

期
藤
枝
市
農
業
委
員
会
委
員
と

な
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
新

体
制
に
移
行
し
て
か
ら
、
２
期

目
の
委
員
会
と
な
り
ま
す
。
農

業
委
員
会
は
、
農
地
法
に
基
づ

く
許
認
可
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
と
解
消
、
担
い
手
や
新
規

就
農
者
支
援
な
ど
幅
広
い
業
務

が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
地
区
ご

と
に
農
地
を
集
積
・
集
約
し
有

効
活
用
を
目
指
す
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
方
針
の
決
定
・
実

質
化
及
び
実
行
と
い
う
本
市
の

農
業
の
今
後
に
と
っ
て
重
要
な

仕
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
課
題

は
山
積
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、

着
実
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
」
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
と
い
う
重

責
を
担
う
に
お
い
て
、
３
年
間

の
任
期
中
た
だ
過
ご
す
の
で
は

な
く
、
な
に
か
少
し
で
も
こ
の

藤
枝
市
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
第
23
期

農
業
委
員
会
で
は
、
自
分
の
担

当
地
区
に
あ
る
耕
作
放
棄
地
の

解
消
な
ど
、
一
人
一
人
が
目
標

を
設
定
し
、
そ
の
達
成
に
向
け

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
幅
広
い
業
務
の
中
で
、

各
関
係
機
関
と
連
携
し
情
報
共

有
を
密
に
し
、
大
変
な
時
だ
か

ら
こ
そ
一
人
一
人
が
力
を
合
わ

せ
、
藤
枝
市
の
地
域
農
業
の
発

展
と
環
境
整
備
に
努
め
、
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

農業委員 農地利用最適化推進委員

会
長
就
任
の
挨
拶
　
　
　
　
　
海
老
名
　
正
和



❸ ❷

　耕作放棄地は、害獣・害虫の巣となり周辺の営農の支障とな
るほか、冬季は火災の危険など、近隣に様々な悪影響を及ぼし
ます。農業委員会にも、「農地が荒れているので指導して欲しい」
という声が多く寄せられています。農地の適正管理は法律上の
義務事項です。
　農地の管理にお困りの方はぜひ「貸したい農地登録」をご検
討ください。
　借りたい方の登録もお待ちしております。

　11月3日に行われました第56回藤枝市表彰式におい
て、前会長の遠藤悦男氏が、産業振興功労の表彰を受
けました。
　遠藤氏は、2005年7月に藤枝市農業委員会の委員と
して就任し、2008年7月からは会長職務代理として会
長を補佐するとともに、2011年7月から2020年7月ま
で会長として、農業委員会の職務を連続5期15年間に
わたり遂行し、また本郷茶農協協同組合理事・組合長
等、その他各種農業団体の役員を歴任するなど、農業
振興に大きく貢献されました。このような業績が認め
られ、今回、産業振興功労の表彰を受けたものです。

農地の貸借を斡旋します
～あなたの農地、荒らしていませんか？～

農業者年金に加入しましょう農業者年金に加入しましょう
終身年金です。80歳前に亡くなられた場合は遺族に
死亡一時金が支払われます！　

加入できる方：60歳未満で年間60日以上農業に従事している国民年金第１号被保険者の方

パンフレットご希望など詳細については、農業委員会事務局
（℡643-3269）までお問合せください

農業者年金は公的年金です
少子高齢化時代に安心の積み立て方式、確定拠出型です

前農業委員会会長前農業委員会会長  遠藤 悦男遠藤 悦男氏氏がが産業振興功労産業振興功労のの表彰表彰を受けましたを受けました

（左から２番目）

認定農業者、認定新規就農者で青色申告している人、またこれらの方と家族経営協定を結んで
いる配偶者や後継者も対象となります

収入が多いときは保険料を増やせば、全額収入から控除できます！

39歳以下の農業の担い手には、手厚い政策支援があります39歳以下の農業の担い手には、手厚い政策支援があります

ライフステージに応じて保険料を変更できますライフステージに応じて保険料を変更できます

受取額をスマホで
試算できます
　　　 (^O^) ／



古紙配合率100％・白色度70％の再生紙を使用しています

　全国農業会議所が発行して
いる農家の皆さんのための情
報誌です。
　購読希望の方は、農業委員
会事務局までご連絡下さい。

全国農業新聞を
読んでみませんか?

月４回金曜日発行
購読料月700円（送料込み）

　
今
ま
で
と
は
違
う
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
本
来
だ
っ
た

ら
聞
こ
え
て
く
る
祭
り
の
太
鼓
の
音
笛
の
音
が
聞
こ

え
て
こ
な
い
。
又
今
年
は
違
う
光
景
が
田
ん
ぼ
に
も

広
が
っ
て
い
る
の
が
至
る
所
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
の
異
常
気
象
に
よ
る
病
害
虫
の
異
常
発
生
で

す
。
こ
ん
な
光
景
は
、
農
業
に
携
わ
っ
て
40
数
年
に

な
る
け
れ
ど
初
め
て
の
体
験
で
す
。
仲
間
の
中
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
こ
ん
な
事
が
続
く
な
ら
、
農
業
は
壊
滅

的
な
状
態
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
と
心
配
す
る
声
も

聞
こ
え
ま
す
。

　
ま
た
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
こ
の
20
年
で
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

耕
作
放
棄
地
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
農

地
法
や
農
業
委
員
会
法
が
目
的
と
す
る
農
地
の
有
効

活
用
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
食

料
の
自
給
率
の
向
上
な
ど
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
が
私
た
ち
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
仕
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
担
い
手
に
ど
れ
だ
け
集
積
・
集
約
さ

れ
た
農
地
を
引
き
渡
す
事
が
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か

ら
の
私
た
ち
の
頑
張
り
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

中
村
　
博
美
　
委
員

農業委員会
だより
市ＨＰからも
ご覧になれます

　農福連携事業の一環として、市内の障害福祉事業所「就労継続
支援リカバリーＢ型」が、茶葉の手摘みによる収穫体験を、瀬戸
谷地区で茶の生産に取り組む株式会社市之瀬の里の協力により行
いました。手摘みした茶葉は県が推進する「ふじのくに福産品ブ
ランド」の認定に向けて製作中の『藤枝茶染めポーチ』に使用し
ます。完成したポーチは、道の駅宇津ノ谷峠等で販売する予定です。

“藤枝茶染めポーチ”用
茶葉の手摘み収穫体験

農福
連携事業

▲電気柵設置の事例 ▲金網柵設置の事例

　近年、イノシシ等の有害鳥獣による農作物被害や地域への出没状況は深刻になっ
ています。有害鳥獣から農地を守るためには、①農地を防護柵で囲って守ること、
②放任果樹の伐採や草刈り等により有害鳥獣が棲みにくい環境作りをすること、③
農地を荒らす有害鳥獣を捕獲すること、の３つの対策が重要になります。これら３
つを地域で総合的に行うことで有効な有害鳥獣対策になります。
　藤枝市では、これらの対策を行う農家等に対して助成を行っています。例えば、
一つの地区においてイノシシ対策用の金網柵を設置したい場合、耕作者が３戸以上
ある等の国の補助要件を満たせば、金網柵の支給を行っています（設置作業は地元
農家の方になります）。また、金網柵周辺の放任果樹の伐採や草木の刈り払いなど
の緩衝帯整備も併せて助成を行っています。その他、個々の農家へ電気柵設置に対
する補助金（購入前に申請が必要）や、地域ぐるみで対策を実践していきたい地区
へ、被害対策の研修会を開催するなどの事業を行っています。詳細は、農林課にお
問い合わせください。（TEL：054-643-3350）

ストップ！ 鳥獣被害ストップ！ 鳥獣被害
農業委員会・農林課
からのお知らせ


